
○車座懇談会 参加者からの意見とりまとめ（R5.10）

分野 カテゴリ・主な意見
○名鉄広見線について

・昨年からさらに運行本数が減った。このままではいずれ無くなってしまうのではと危惧している。
・一度無くしてしまってはもう戻せない、何とか存続に向けてあっせんしてほしい。
・御嵩口駅にも駐車場があると便利で良い。
・２トーンカラーのかわいい電車が走っている、町側がアピールしなければいけないのでは。
・撮り鉄もよく来ているが、ロケーションが悪い。一部の区間だけでも撮影スポットにできればよいのでは。
・名鉄広見線活性化協議会がうまく機能していないのでは。もう少しやれることがあるのでは、と思う。現状の取組は限界がきている。
・通勤・通学時間に本数が少ない。
・回数券の補助だけでなく、可児駅からのタクシー代にも補助があると良い。坂祝町は行政境を超えたタクシー補助をしている。
・田んぼアートなど、他地域からの呼び込みを検討してはどうか。
・やおつトンネルを活かして、八百津と御嵩口を結ぶバスを運行すると利用者が増えるのでは。
・明智と御嵩口を統合して、バロー沿いに新駅を作ってはどうか。
・広見線を土岐市まで延線してはどうか。JR線を通しても良い。
・名鉄に乗ってもらう作戦を考えないといけない。願興寺を活用して人を呼ぶ方法を考えてほしい。
・明智駅から「ぎふワールド・ローズガーデン」や兼山との周遊はできないか。
・広見線は、御嵩駅に降りた時のインパクト、わくわく感が欲しい。列車の電飾もよいのでは。
・名鉄の草刈りの仕方がよくない。農業用水に倒してくる。線路沿いをきれいにできればもっと人が呼べるのでは。
・思い切って廃止するのも一つの手かもしれない。
・あまりにも名鉄の言いなりになっているのはよくないのでは。明智駅のスロープや駅舎の改修を名鉄に求めてはどうか。
・広見線の活性化に対して名鉄に働きかけをお願いしたい。（イベント列車、ウォーキングと乗車コラボなど）

○コミュニティバス・その他公共交通について

・予約やルートなど使い勝手が悪い。臨機応変に運行してほしい。
・AIやアプリを使って、無駄ない最短ルートでバスを運行しているという事例を聞いたことがある。導入してはどうか。
・障がい者への割引だけでなく、免許返納者へも同じように割引があっても良いのでは。
・ラスパ直通便を復活させてほしい。
・土日に利用したい人もいるのでは。土日も運行すれば、観光客も増えるのでは。
・便をもう少し増やしてほしいし、団地内を回るコースも作ってほしい。
・老人パスがあると良い。
・ふれあいバスの後部座席の窓が真っ黒で、可児才蔵の墨絵も黒い。もっと明るいイメージのデザインが良いのでは。
・少しずつ見直すのではなく、一から考え直した方が良い。
・町内に病院が少ないため隣接市町との連携を改善してほしい。連携の上、１日乗車券を作り、安心して通院できるようにしてほしい。
・ふれあいバスがあそこまで大きい必要はあるのか。維持費も考えたらもう少し小型でも良いのでは。
・タクシー利用への補助制度もあって良いのでは。
・可児市では自主支え合いをやっているので、そういった事例の研究も参考に何か考えられないか。

○空き家問題・移住定住について

・空き家については、防犯、火災両面から問題だと感じる。
・御嵩公民館北側の空き家からの草木の張り出しがひどい。何とかしてほしい。
・古い団地も世代交代が進み、空き家が出てきた。勝手に入るわけにもいかず、対応できない。
・家を処分するための補助金など、空き家の管理ができるような対策があるとよい。
・費用補助などの取り壊しの働きかけや、空き家バンク登録の働きかけをしていくべきだと思う。
・町で専門チームを立ち上げ、行政の強制撤去を積極的に行ってほしい。
・空き家バンクの登録が少ないのでは。試行的に住む場所として空き家を活用してほしい。
・空き家バンク登録後の仲介を不動産事業者にまかせっきりにするのではなく、町ももっと積極的に関与していくべきではないか。
・自治会加入など条件があり、それが移住者のネックになるのではないか。
・移住者に対する助成が必要。人口を増やしたいのであればもっと移住者を大切にしなければ。
・上之郷を職人村のようにして外から人を呼べるようにしたらどうか。
・町は歴史と自然しかない。でもそれだけあれば十分なのでもっと大事にして強みにしなければ。

○リニア事業について

・残土を喜んで受け入れてもらえる場所はないのでは。小和沢の活用や八百津町に相談はできないか。
・ハナノキツアーの企画など、売り物にするための方策をJRに求めてはどうか。
・いろいろな意見を聞くが、「近くにできたらどう思うか」と考えて意見を言うことが大事だと思う。
・町が重要湿地はこのまま残すからJRに置き場をやめてくれと方針として言えないのか。
・谷筋は施工が難しく、やめたほうがよいと感じる。
・議員もそうだが、反対だと言うのは簡単。そうではなく、もっと前向きな議論、解決策を考えていかなければならない。
・事業を進めるには、町のビジョンがなくてはいけない。そこに向けて進めていけばそんなに大きく反対する人も出ないのではないか。
・要対策土と聞くと、町民は原発などの汚染土とどうしても紐づけてしまう。
・リニアはストップしてもらえたのか。ハナノキは大事にしてもらいたい。

○車座懇談会・広報について

・自治会ごとに問題が違うため車座懇談会は別々でやるべきだった。
・車座懇談会は生の声が聞ける良い機会だと思う。
・町長や議会もユーチューブで動画配信してはどうか。
・ＦＭららでの情報発信が少ない。町長や議員の部屋等、定期的でなくスポットで出るなど、企画次第で予算もかからずできる。
・御嵩町のＩｎｓｔａｇｒａｍのアカウントを作ってはどうか。課ごとにではなく、集約したほうがいい。
・町長月記はよく続けたと思う。今後、違う形でもよいので、何か町長の考えを情報発信してほしい。
・HPのチャットボット（ミーモくん）がうまく回答してくれない。
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○役場環境・職員について

・役場の交換手の方がそっけない対応をするときがある。
・役場に行くと暗い雰囲気がある。職員も忙しいと思うが、窓口に誰かが来たら、まず席を立って挨拶して用件を聞いてほしい。
・庁舎を作るからお金がないとのことから、職員のモチベーションがかなり下がっているように思えた。
・町が開催する講演会に空席が多いのにもかかわらず、職員が参加していないことが疑問。職員がスキルアップのチャンスを逃しているし、講
師にも失礼、税金も無駄。
・部長制度が機能していない。部長を廃止して、課を合併して横の繋がりを強化し、シンプルな構成にしてはどうか。
・町職員の専門性が低い。専門職の採用を考えてほしい。
・外国人居住者が増えている中、役場の職員が減っていて人材確保に苦労しているのであれば、外国人の職員採用も検討してはどうか。
・役場職員の休職の話を聞く。何でも相談できるような窓口があると良いのでは。風通しの良い職場にして欲しい。
・ボランティアや来場者として職員が地域活動やイベントにもっと参加してほしい。
・若い世代を育てるためにも組織として職員のカウンセリングを実施する等ケアしてほしい。

○災害対応・防災・消防について

・防災訓練の際、スタッフはお茶１本も出なかったので、それくらいは出してもらいたい。
・防災訓練への自治会からの参加者が非常に少なかったと感じた。担当課からたくさんは来てもらわなくてもいいと連絡があったと聞いたが、
それでは訓練にならないので改善してほしい。
・防災訓練に出てきた防災リーダーが少なかった。人数が増えるのもよいことだが、質の向上に繋がるフォローアップ、横の繋がりを広げる取
組が必要。防災リーダーにもインセンティブがあってもよいのでは。
・防災訓練への若い人の参加が少ない。訓練ではなく、体験型やイベント形式など、若い人が参加しやすい形式にしては。イベントやキャラク
ターなどとのタイアップで行っても良いと思う。
・南山台東は令和2年に土砂災害警戒区域に追加された。B＆G海洋センターもコロナ対応避難所であり、御嵩小学校や向陽中学校までの避難を
考えると適した経路がない。工業団地内に避難させてもらえる所を確保してほしい。
・公民館や役場にはfree wifiがあってもよいのでは。避難した際に必要だと思う。
・町としての災害対策マニュアルは作っているのか。作っているのであれば自治会にも共有できると良い。
・古屋敷地区は、災害時に可児川を渡って中公民館まで行くには困難。
・自治会未加入者の情報を把握しようにも役場では個人情報のため教えてもらえない。災害時に助け合いができないことに不安がある。
・防災無線のアプリをもっと周知したほうが良い。また、誤字脱字がひどい。難聴の方などの情報収集のツールになっており、町が出している
ものならもっと正確にあるべき。
・可茂消防御嵩分署の建設予定地について、なるべくはやく用地を選定し、中央分署と同程度のものを建築してほしい。八百津、川辺、富加に
ついては御嵩と同時期にできたのに、御嵩だけ古いまま。
・消火栓や消火栓ボックスの点検は定期的にしているのか。ボロボロになっている箇所がある。

○防犯・交通安全について

・自治会内の防犯灯がすぐ切れてしまう。計画的にLED化を進めてほしい。Co2削減にも繋がるのでは。
・防犯のために、各世帯で門灯を点灯する取り組みを町が呼びかけてはどうか。
・防犯カメラが町内に少ない。もっとあってもいい。
・夕焼け小焼けのチャイムを日の入りにあわせて鳴らすことはできないか。４月と10月は17時に鳴らすとか。
・子ども110番の家はしっかり機能しているのか。ずいぶんと数も減ってきているため、役割も含めて見直してはどうか。
・国道21号バイパスが混むと、迂回路として生活道路を使う人がいる。速度がはやく危険なためなるべく通らないようにして欲しい。工業団地
の従業員が多いため、企業からも注意喚起をして欲しい。
・大庭交差点から西へ行ったところ（バロー裏側）の国道への飛び出しが危ない。注意喚起の看板を建てるなど対応できないか。
・通学路について、早い速度で通る車がいる。交通安全指導員を立てるとか対策をして欲しい。
・西田のメイン道路を早い速度で通過する車がある。路駐も多く歩行者が通れない。何か注意喚起ができないか。
・自転車、歩行者のマナーが悪い。子どもの教育（ソフト面）、通学路の色塗り（ハード面）などを考えてほしい。
・南山台から下りてきた交差点の横断歩道が、道路拡幅に伴って渡る距離が長くなった。歩道橋を設置してはどうか。

○財政について

・町補助金の基準が厳しくなり、非常にやりづらい。事務も煩雑。元通りに戻してほしい。
・色々なことを町の予算だけでやるのではなく、ボランティアやイベントと絡め、なるべくお金がかからないようにしてほしい。
・人口が減る中で、子どもたちに借金を背負わせることが無いよう、新庁舎も含めよく検討してお金を使ってほしい。
・町の財政事情についてもっと町民に詳しく説明してほしい。
・住民に税金がどのように使われているのか分かるような公開の仕組みを考えてほしい。

○総務関連施設整備について

・御嵩は公共施設が少なすぎる。もう少しそこに予算をつけて盛り上げて欲しい。
・公共施設に監視カメラがない。予算がかかるものではないと思うので、早急に対応して欲しい。
・町内の施設を使用してイベント等実施するのに使える団体と使えない団体がある。もっと使いやすくしてほしい。
・庁舎玄関のタイルがひび割れており、玄関口として見苦しい。
・公衆トイレを整備してほしい。
・町営住宅の空き家が増えている。若い人が住みたいと思えるよう建て直したり、介護施設などに作り替えてはどうか。
・町外から人が集まるような魅力的な施設があると良い。中途半端は良くない。すべての機能が集中したエリアに集まると良い。
・御嵩町は、県下から集まるための場所・駐車場が無い。持ち回りで回ってきても会場の用意ができない。
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○新庁舎建設について

・御嵩町は地震より水害の危険が高い。地震に備えて急ぐより、水害を意識した慎重な場所選定をした方が良い。
・新庁舎について、川や国道に挟まれており、子どもにとっては危険な環境。保育園や児童館には向いていないと思う。
・新庁舎について、一度は議会も賛成し進めていた土地。議員の責任もあるのではないか。浸水地域だ、副町長の土地がある、と言っているが
言いがかりだ。場所についても決めたのは議会ではなかったのか。
・現庁舎の位置に建て直せば一番良いのでは。地下充填も済んでいるし、耐震補強がダメでも立て直しなら大丈夫であろう。
・木材保管の経費が本当にもったいない。町産材にこだわらず、早く売却するべき。
・木材を使うのは内装まで、構造材に木材を使うのは反対。木材はいずれ朽ちる。維持管理が大変。
・庁舎と保健センターが離れてしまっては、利用しづらくなってしまう。
・新庁舎にイベントができるようなスペースがほしい。新庁舎が人が寄る場所になってほしい。
・御嵩町にホールがないのは恥ずかしいという声もある。駐車場を多く止められるように広くしてほしい。
・一極集中は、恩恵の温度差が生じる弊害もある。
・地震対策として屋内シェルターで対策できないか。
・駅前に窓口業務中心のサテライトオフィス、建設・総務部門は防災センターに分駐など、経費をかけない手法もよいのでは。
・新庁舎の現状と農転に関する経緯について話して欲しい。農業委員会がどのような理由で反対していたか公になっていない。
・新庁舎検討委員会に参加していたが、結論ありきで違う意見を言いにくい雰囲気だった。意見を言いやすい会議を開いてほしい。
・前の町長は「伏見小学校の改造や公民館の修繕より役場の建設だ」と言われた。子どもや避難所のことも考えて白紙にするべき。
・住民投票で民意を把握してみてはどうか。
・新庁舎建設について、財政問題なしと言うが、何か要望すると、新庁舎を控えていてお金が無いと言う。身の丈にあった庁舎を計画してほし
い。人口を増やすような政策を優先するのであれば、新庁舎事業は後回しでも良いのでは。
・新庁舎について、見直す所は見直しながら、早急に進めてほしい。災害に備えた庁舎の実現を希望している。
・第三者委員会で審査というが、これまで不正等の法的問題はなかったと思う。第三者が審査する必要なものがあるのかどうか疑問だ。
・新庁舎候補地の土地を今さら返還されては困る。元通りの田んぼに戻すのは至難の業である。補償や買い取りをよく考えてほしい。

○亜炭廃坑対策事業について

・上之郷公民館の隣の田んぼが、先日陥没したが、その穴が上之郷公民館までつながっているのではないかと心配している。
・廃家屋や農地の真下も充填しているように感じる。そこまでする必要はあるのか。
・亜炭充填による井戸枯れについては、補償が無いと言われた。仕方がないと思えるような説明をしてほしい。
・亜炭を理由に御嵩に家を建てることをためらう人がいると思う。充填済みエリアに安全宣言をしてはどうか。それが難しければ、せめて充填
済みエリアを公表してほしい。

○その他総務関連のご意見

・町民の中にはいろいろな考えをもっている人もいるのでもう少し町民に意見を聞いてみて欲しい。
・各団体ではいい事業をやっているが、横のつながりが弱いためもったいないと思う。
・町内の住民だけしか参加できない行事がいくつかある。空きがあるのであれば在勤や町外でも参加できるようにしてほしい。
・担い手の募集については、新聞等ではなくＳＮＳなどでピンポイントに興味がある人に向けてＰＲするべき。町内だけで探すのは難しいの
で、町外の方にも協力してもらえるように。
・環境モデル都市のＰＲができていない。町内でも知らない人がほとんど。中学生が北海道(下川町)へ行った報告会をしてほしい。
・全国大会に出場することになり、奨励金をいただいた。チーム人数に関係なく上限は６人分とのことだった。他市では上限人数は設けていな
い所もあるようなので見直してほしい。
・講演会の講師は外部人材ばかりだが、町内の人材活用、町内在住の県職員の出前講座なども検討してほしい。
・伏見は町政の中で外れた存在で、目を向けられていないと感じる。
・DXを進めてほしい。住民票のコンビニ交付を導入してほしい。
・AEDのコンビニ設置を検討してほしい。
・ふるさと納税で文化財の保存として祭礼の費用にまわせないか。
・ふるさと納税の返礼品を御嵩の特産品だけでなくほかの物を新たに導入したらどうか。
・ネーミングライツをもっと積極的に活用してはどうか。
・行政バスについて、障がいをもった子たちも以前は使えたのに使えなくなった。不登校の子たちも使えるとよい。
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○中山道・史跡活用について

・町内の古墳めぐりに参加したが、雑草が伸びていたり周囲の管理ができていなかった。御嵩町は古墳がたくさんあり、守るべき財産。町の予
算も使って管理をしていってもらいたい。
・願興寺と町の土地の区別がわかりにくい。明確にして管理をするべきでは。願興寺に全部土地を返すのが良いのでは。
・願興寺修復後の祭礼について今から考えていかないといけない。保存会メンバーも高齢で少なくなって分かる人がいるうちに検討しなけれ
ば。町としての祭りなので仕事でもいいので職員が携われないか。
・町内の団体はだいたい職員が事務局にいるが、薬師祭礼保存会の事務局に職員がいないのはなぜか。
・願興寺が一条天皇の勅願所であることをもっとアピールしても良いと思う。
・願興寺を活用しないと、と町は言うが職員は誰も掃除をしにこない。
・中山道に一里塚が残っているのは貴重なこと。もっとPRした方が良い。
・中山道でお金を使われる場所が無い。宿泊施設が無いのも残念。四季の家は、観光客向けには勝手が悪い。
・御嵩町の中山道の魅力は観光地化されていないありのままの姿にあると聞いた。御嵩ならではの魅力を伸ばしていけると良い。

○鬼岩公園について

・国定公園のため、景観維持のための制限が多い。昔は国定公園がステータスになっていたが、今はそれが足枷になっている。
・中濃と東濃の間にあり、消防・警察など行政の手続きをする際に手間がかかる。
・鬼岩公園は約80ヘクタールあり、公園ガイド業務をしながら管理を2人で行うのは難しい。町やシルバーで公園管理はできないか。
・トイレの管理が難しい。冬は凍るし、泥水が詰まる。上水を通してほしい。
・みたけの森のように住民が利用しやすいよう整備できると良い。
・岩穴くぐりについて、安全面も大事だが、そこばかり気にして行わなくなると発展性がなくなってしまう。
・もっと若者が関心を持てるようになると良い。

○観光関連施設整備・助成制度について

・観光地として誘致するわりに、設備が整っていない。お出迎えできる体制に無い。
・御嶽宿周辺に公共トイレがあると良い。障がい者トイレはわいわい館が閉まっていると他にない。
・伏見宿に駐車場が無く分かりにくい。
・わいわい館が格子窓になっており中の様子が見えない。入りにくい雰囲気になってしまうのでは。
・さんさん広場の木を撤去してほしい。照明も危ないし、邪魔になっているのでどうにかしてほしい。
・さんさん広場ではエコビアガーデンなどいろいろなイベントが今後も増えていく。洋式トイレを設置してほしい。
・ビアガーデンも名鉄利用の補助等を実施して活性化を図っているので、さんさん広場の使用料を免除してほしい。
・町内の施設を使用するのに御嵩町の団体がイベント等を実施する場合は使用料をとる必要はないのでは。
・まちづくり助成を受けている団体で継続できている団体が少ない。助成後にどのような支援が受けられるが町から提示してほしい。
・行政の助成を受けての独立は、収益目的で動けないので難しい。
・茶屋の又貸しができないといわれたので、貸出できるようにしてほしい。掃除もしているので使用料を下げてほしい。
・県外の催事への出展や特産品のPR活動が現状では商業ベースでは赤字になってしまうので、他自治体のように支援があるとよい。
・中山道を歩く方に対する宿泊施設が不十分。駅前の整備がもっとできないか。空き家等の調査を町でやってほしい。

○その他観光関連のご意見

・華ずしの町内からの疎外感がある。個人のブランドとしてではなく、御嵩町のブランドとしてうまくＰＲして使わないと。
・みたけ華ずしは、外国人から非常に人気がある。常時できると良いと思う。
・「みたけのええもん」の商品が表に出ていない。町外のイベントに出る際に持っていって販売したい。
・岐阜県が作成している中山道の英語版のパンフレットがなくなってしまった。外国人観光客が多いのであったほうがよい。
・外国人観光客向けに、外国語表記の商品案内などを整備すればより売り上げは上がるのでは。
・外国人観光客に向けてのマリア像の看板が不十分ではないか。長い案内は不要なので、場所まで案内する看板の整備をしてはどうか。
・町内のイベントが一目でわかるもの（サイトやカレンダー）があるといい。美濃加茂市ではＡＩでイベント情報を収集し、ＨＰで掲載をする
機能が12月から始まる。予算もあまりかからずできるので参考にしてはどうか。
・わいわい館で観光プランを提案したらどうか。誰でも提案できるようにマニュアルを作ればいいのではないか。
・福よせ雛に住民票を付している町がある。御嵩町もできないか。
・福よせ雛を１年中飾れないか。町長用のや議員用の雛人形を決め、出張中に飾ったり議場で議会をしたり、話題作りになる。
・ファンクラブを作るのであれば、入会した人に雛人形を選んでもらって町に分身として展示してはどうか。
・担い手として子育て中の世代を取り込むには、子どもを取り込むことを考えなければ。子どものためならば動く。
・観光は中山道と願興寺だけでなく、ひまわり畑などの手作りな資源も考えてほしい。
・亜炭廃坑も観光に活用できればよい。
・エコビアガーデンの回数はもっと多くてもよいのでは。マナーの悪い人も見かける。モラルの呼びかけもしてほしい。
・ミーモくんをあまり見かけない。もっと積極的にイベントに参加するなど活用しては。
・地元の公民館などを宿泊先として活用して観光客を呼び込んではどうか。
・宿場まつりなどで、福島海産物を販売する等、何か復興支援が出来ると良い。
・南山公園の桜の木の有効活用ができたらいいんじゃないかと思う。何かお祭りをやるなど。
・御嵩町でもフェスのようなイベントを行うと盛り上がって良いのでは。
・ゴルフ場が多く存在する。もっと活用した政策を考えれると良い。

○企業誘致・商工施策について

・御嵩ならではの産業、商業施設の誘致を積極的に行ってほしい。
・企業誘致等で財源を増やす方法が必要だと考える。
・子供が楽しめるような、商業施設やレジャー施設を誘致してほしい。
・バーデン八千代の温泉を復活できないか。近隣の温泉施設は賑わっていて、需要があると思う。
・衰退した商工業が復活するような政策を考えてほしい。技能集団の創設をしてはどうか。
・商工会や工業団地の交流が仕事につながらなければいけないが、産業祭や産業交流会など最近開催されておらず、商工会に加入するメリット
がなくなってきている。

観光・商工
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○生活環境について

・散歩中の犬のフンを処理しない人が多い。可児市では過料があると聞いた。何か対応してほしい。
・近所で野焼きされることが多く、煙や匂いで困っている。我慢するしかないのか。
・農業に伴う草や木の枝葉は燃やすごみで出せるような量ではない。町のエコロジーセンターでの受入れがあればと思う。
・オオキンケイギクが広がってしまっている。駆除の仕方を見直す必要があるのでは。
・保護猫の補助制度も検討が必要ではないか。多くの野良猫を見る。
・可児御嵩IC付近のゴミのポイ捨てがひどい場所がある。可児市の工業団地ができたあとは、もっと増えるのでは。
・ゴミのポイ捨てがとても多い。特に国道21号バイパスの草が多いところにゴミが多い。
・ごみ袋の金額が近隣と比べて非常に高いのに、すぐに破れてしまうので、使い勝手が悪い。
・色の薄いゴミ袋と濃い色のごみ袋があって、色の薄い袋はすぐに破れてしまう。
・可児市のごみ処理施設もいずれはいっぱいになる。新しい施設を作るにも膨大な費用負担がある。ごみ減量について町からもっと町民に働き
かけなければいけない。
・可燃ごみの集積所が入れにくい。観音開きのタイプになるとよい。
・外国の方はゴミ袋や集積所の説明書きが読めない。多言語の説明やピクトグラムがあるとよいのでは。
・ゴミ袋に名前を書いていなくとも同じように回収していく。書かなくてよいのであれば最初からそうして欲しい。

○自治会活動について

・自治会に入っているメリットが感じられないと退会するところが増えている。
・自治会に入っていなくてもゴミも捨てられる、祭りも参加できる。入っていない方が経済的で合理的。
・入会金があるため加入しない人もいる。町で補助制度を検討してほしい。
・せめて町から自治会に入るよう促してほしい。防災無線で定期的に案内してほしい。
・町の対応として居住の条件に自治会加入の義務付けはできないか。
・自治会管理のゴミ集積所は未加入者には使わせない、各集会所に町の直営のゴミ集積所を用意し、未加入者はそちらに捨てるというような方
法はどうか。
・子どもたちを巻き込んだ働きかけも効果があるのでは。
・自治会長は、会議等、出席しなければならないことが多すぎる。
・タブレットを配布すれば、回覧や全戸配布の手間がなくなる。検討してほしい。
・自治会の高齢化が進んでおり役を回すのが大変。全町的な再構築は検討できないか。高齢者の役員免除等を検討するべきと思う。
・防犯カメラやエアコンの修理などが対象とならないため、自治会への補助メニューを拡充してほしい。

○福祉サービスについて

・高校生までの医療費無償化をぜひ進めてほしい。
・ぽっぽ館は幼稚園児は利用できない。時間運用で何とか出来るのでは。兄弟で上の子だけ利用できないケースもあり不便だ。
・兄弟の歳が離れると、保育料が変わってくる。歳が近い兄弟だと、２人目は半額、３人目は無料になるのに、歳が離れるとそうはならない。
３人産んでいるのに何もメリットがないし、少子化対策を感じない。
・多治見市は、令和６年度から０歳から２歳までの保育料は無料になる。町の補助を未来への投資としてお願いしたい。
・伏見も中も児童館が日曜休みだが、日曜も使いたい。周りの市町村の児童館はどうか調べて、日曜開館の検討をしてほしい。
・介護が必要な方がこれから増えていく。死ぬまで家で過ごすためのセミナーを開けば積極的に参加されるのではないか。
・高齢者と保育園とのふれあいの機会を作ってもらいたい。
・70才代になると、デジタルへの対応は難しくなっていく。高齢者向けの講座があるとよいのでは。
・ボランティアポイントについて、年齢制限や喫茶ボランティアは対象外等、疑問がある。
・長楽荘で実施している喫茶ボランティアは結構大変な作業だがボランティアポイントが貰えないのが気になる。

○民生関連施設整備について

・中保育所について、新庁舎の関係で遅れては危ない。切り離して早急に対応してほしい。
・中児童館について、トイレが和式で古い。子供のトイレトレーニングができない。
・中児童館は駐車場から児童館まで国道を渡らないといけない。危ないため改善してほしい。
・中児童館は中保育所より古い。庁舎に併設ではなく、単独で立て直す計画をしてほしい。
・ぽっぽ館のグラウンドの草がひどい。管理してほしい。

○その他民生関連のご意見

・コロナで休止したサロンが再開できていない。下の世代への引継が進まず困っている。
・ぽっぽ館のボランティアも利用者も減ってきている。何かPRできる場があると良い。
・町は無償ボランティアに頼りすぎているように思う。適切な団体への補助は世代の引継にも繋がると思うので検討してほしい。
・あゆみ館行事に行政バスが出してもらえなくなり、ワンボックスカーに分乗している。なぜ出してもらえなくなったのか。
・外国人転入者の接し方が難しい。地域になじんでもらえたらと思うが、言葉の壁がある。
・日赤奉仕団の団員確保が困難。女性に限らず男性もやってよいことを周知してほしい。自治会へも団員確保の協力をしてほしい。
・コロナが5類に移行してから、感染者数などの詳細は報道されなくなった。どのような状況にあるのか分からず不安に感じる。
・花いっぱい運動でプランターが９個から３個に減ったのはなぜか。

民生
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○道路・河川について

・町道などの草刈りを実施している農業者や自治会への補助金支給など制度があると良い。
・予算がない、ロードサポーターでと言われるが、地元での実施が難しい。
・法面等の草刈りで怖いのは石が飛んで車の窓ガラスにあたった時。安心してボランティア活動ができるように保険等が欲しい。
・工業団地の草刈りについて、大型トラックが通るので見通しが悪いと危ない。事故が起こる前になんとかして欲しい。
・南山台西と東の団地内の雑草が伸びている。そのためイノシシの害や子どもの飛び出しなどの交通事故の心配がある。
・道路沿いの危険木について、緊急車両がいざというとき通れないでは困る。状況把握、予防ができると良い。
・大庭交差点の国道側が右折専用レーンが無いため、渋滞してしまう。何とか解消できると良い。
・国道21号バイパスの草が茂っており、見通しが悪い。可児市は防草シートがしてある。同じように対応してほしい。
・顔戸地区の青年部が草刈りでかなりの謝礼を受けていると聞いた。南山台にも紹介してほしい。
・国道21号バイパスの４車線化を早く進めてほしい。交通量が多いため、地域の生活道路を迂回路として使う車が多くて危ない。
・国道21号バイパスの渋滞緩和の為、工業団地の企業で始業時間をずらすなど工夫してほしい。
・古屋敷自治会としてバイパス交差点への信号機設置要望を毎年しているがどうなっているのか。
・伏見交番近くの国道21号の草が張り出していて、通学の自転車が片側しか通れず車道にはみ出してしまい、危険。
・新町公民館の前の町道が抜け道になっているが、草刈りが必要な箇所が見受けられる。役場に連絡しても対応してもらえない。
・県道多治見八百津線との交差部は何らか減速を促すものが必要。実際に事故も起きている。
・自治会要望として出せとか、県道のことは町ではできないとか、やれない理由ばかり述べられては困る。
・県道多治見八百津線は道路の外側線等が消えている。引き直してほしい。
・上恵土交差点の混雑がひどい。右折矢印が必要ではないか。
・伏見小学校、保育園、新町集会所、など通学路が抜け道となっている。通行規制や減速させる構造物が必要ではないか。
・高倉団地の県道側の雑草、雑木がひどい。通学中の子どもがかぶれた事案もあり、かぶれる木は根っこから取ってほしい。
・可児川の土砂堆積がすごい。氾濫しないか心配になる。

○建設関連施設整備について

・遊具がたくさんある大きな公園がほしい。
・各地区に若い親子の情報交換の場にもなる遊具のある公園を整備してほしい。
・一本松公園が狭い。隣の売り物件を町で買って広げてはどうか。
・台風など災害に伴う施設の中止の案内は、建設部として統一して行ってほしい。
・上恵土地区は、宅地化が進み、子どもが多くなっているが、子どもたちの遊ぶ場所がないので何か整備をお願いしたい。
・四季の家については、平日の宿泊、リピーターの獲得や交通手段（車一択）が課題。駅前周辺で買い物してもらう仕掛を考えたい。
・四季の家の利用状況が町民には分からない。
・最近は若い人の就農希望もある。町も積極的に関与をしてはどうか。その中で四季の家も活用していけると良い。
・みたけの森でヒルクライムレースをやってほしい
・みたけの森は心を休めるのに最適。湿原が失われないよう、整備し、活用してほしい。

○その他建設関連のご意見

・農家生活改善グループの作っている味噌ができあがるまでの間、置いておけるようにスペースの確保をしてほしい。
・南山台団地内の草刈りは役員がメインで行っているが、高齢化や地元で実施するには危険な場所もあり、町との担当エリア分けを見直してほ
しい。開発業者と町の協定書が南山台自治会に引き継がれているが、無理がある。
・伏見小学校と農協の間の都市計画道路はどうなっているのか。計画がなく、制約になるだけの都市計画道路なら見直してほしい。
・今後の農業について、農地の所有を放棄していく人が増えており、水利組合の利用料を払わない人が増えている。このままでは、自己負担が
増える一方であるため、定期的に農業用水の点検や修理を行ってほしい。
・草刈りが自分でできないため、休耕田になっているのに、税金が上がったり厳しい通知文書が届く。税金を上げない、補助金を出すなど暖か
い目で見てほしい。
・植林イベントは、植えるだけにならないよう、植えて、育てて、切って、使うのストーリーが伝わるようにするべき。
・南山台西・東の下水道工事が4～5年前から中断している。住民としては早く工事を進めてほしいと思っている。
・南山台の下水道敷設工事が完了したら、自治会で既設の汚水管や浄化槽の撤去をする内容になっているが、他の自治会ではこんな内容には
なっていない。不平等ではないか。
・水道料金が高い。
・有害鳥獣駆除について、農林課職員は自分の時間を割いてまで手伝っていただいている。有害鳥獣駆除は個人のためではなく町のためにやっ
ているということを町民に知ってほしい。
・鳥獣害被害防止機材購入補助金の増額を要望する。イノシシなどの害獣被害は上之郷だけの問題ではなくなってきている。

建設
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○学校教育について

・町内の小中学生に議場の見学ツアー、裁判所の見学ツアーをしてもらい、町のことを知ってもらってはどうか。
・医療費の18歳まで無償化も良いが、学校給食費の無償化も良いのではないか。
・小学校にタブレットが配置されているのに、使うのは３年生の児童からにしているのはなぜか。あるものは有効に使うべきだ。
・生徒だけでなく、先生の資質についても目を配ってほしい。
・上之郷中学校で行っている茶摘み体験を町外の人に体験してもらったらどうか。
・中学校の制服はスカートとズボンが選べるブレザーにしてほしい。
・児童クラブの終了時間（18：00）が早く、融通が利かない。19：00までやっているところもあるので、検討してほしい。
・学校の参観日や運動会などの行事が平日中心となったが、土日のほうが参加しやすいので、検討してほしい。

○部活動について

・学校の部活が地域移行で変わりつつあるが、教育委員会やスポ少が連携して、３中学校どの学校でも同じように部活に参加できるようにして
もらえないか。
・子どもがやりたいと思うスポーツができるような仕組みにしてほしい。
・野球は、既に部活から地域移行が進んでいるが、指導者の確保に苦慮した。教育委員会からの紹介など協力をお願いしたい。
・中学校に入ってもやりたい部活がない子もいる。やりたいことがなければやらないという選択肢があっても良いと思う。
・今まで続けてきたスポーツを継続するだけでなく、初心者の子も受け入れてもらえるようなものにしてほしい。
・共和中学校にダンス部を作ってほしい。ダンスが大好きなので、ダンスができる機会が欲しい。

○通学路・登下校について

・やおつトンネルの開通にあわせ、大庭交差点まで遠回りして道路を渡っている。
・国道を避けるため細い道を通学路指定しているが、人通りが少ないため、不審者の心配がある。国道の方が安全な気がする。
・ブロック塀転倒の危険性があり、一律で右側通行が安全とは言えない。状況に応じて安全な通学路を見直した方が良い。
・伏見小学校の通学路で、カラー舗装が途切れている箇所があるので、対応してほしい。
・上之郷は下校の際に全学年がまとまって同じ時間帯に下校している。上級生と同じで安心だし、下校のタイミングで仕事を早退する必要がな
く助かる。他の地区でも上之郷方式の下校システムを採用したらどうか。
・小学１年生は、夏場の暑い時期に一番暑い時間帯に下校してくる。猛暑が当たり前になる中、学校で夕方まで預かってもらったり何か方法は
ないものかと思う。
・南山台の子だけでもバスを出してもらいたい。
・下校時の見守りボランティアさんには、子どもの人数の少ないところにも付いてもらいたい。

○学校施設について

・小中学校の体育館にエアコンがあるとよい。
・いずれ少子化が進み、上之郷小中学校も御嵩と統合すると思う。空き教室も増える中、施設整備は方針を持って検討してほしい。
・伏見小学校のゴタゴタは子育て世代に見放されるマイナス要素。早期にイメージアップを図ってほしい。
・伏見小学校の今後について、出てくる情報が少ない。保護者と地域に説明してほしい。
・伏見小学校の老朽化が問題になっているが、子どもも少なくなっている中、学校の統廃合も検討したほうが良いのでは。

○公民館運営について

・公民館の屋根の雨漏りや設備の故障がそのままの物が多いので住民目線で改善して欲しい。
・御嵩公民館の視聴覚室を利用して行っている生活学校のパソコン教室用のパソコンを入れてほしい。
・避難所にはwi-fiがあってもよいのでは。避難時だけでなくイベントでも活用できる。
・各公民館まわりの草刈りの責任の所在をはっきりしてほしい。
・各公民館の軽トラがエアコンなしのミッション車であり、改善してほしい。
・伏見運動会をコロナ禍前のようにやりたい。積極的に参加してほしい。
・伏見運動会を負担に感じている人も多く、開催反対の声も多い。公民館から開催の趣旨を丁寧に説明してほしかった。
・伏見運動会の種目やあり方を考えてもよいのでは。自治会単位に拘らなくてもよいと思う。
・伏見運動会は公民館体育部が手作りでずっとやり続けてきたもの。無理強いはよくないが、よさもあり、理解してもらえたらと思う。
・公民館の文化祭には小中学生がボランティア参加してくれる。地域学校協働活動として継続していければと思う。

○教育委員会関連施設整備について

・御嵩城址公園から地元の風景を見えるようにしてほしい。以前やっていたライトアップも復活してはどうか。
・B＆Gのプールは子どもの遊び場。しっかり整備してほしい。夏休みに故障で使えないのはかわいそうだ。
・顔戸グラウンドは草がひどい。利用者がもっと増えれば管理も行き届くのでは。ベンチに水が溜まらないようにもしてほしい。
・白山グラウンドが八百津町のグラウンドと比べるとかなり見劣りするので、整備を検討してほしい。
・グラウンドの施設整備（トイレ、水道、照明、防犯カメラ、散水、ネットの嵩上げなど）を検討してほしい。
・音響の整ったホールが欲しい。現状、持ち回りのイベントも近隣のホールを借りて対応している。
・伏見グラウンドは様々な要望を叶える運動公園として整備してほしい。南側の山林も一帯に都市計画に位置づけて検討してほしい。

○その他教育委員会関連について

・婦人団体協議会への加入団体が現在は３団体のみとなっている。町からも案内をしてもらいたい。活動を継続するために、家庭教育学級や社
協と連携し、次世代の人材確保につなげていきたい。
・成人式をもっと楽しいイベントにできると良いと思う。また、実行委員会の募集も具体的な案内が必要ではないか。
・図書館の貸し出しを10冊にしてほしい。
・グラウンドゴルフをもっと広い世代に広めていきたい。活動を紹介できる場や大会があると良い。
・東海四県スポーツ推進委員研究大会の旅費等の予算を認めてほしい。
・介護予防に関してスポーツ推進委員とタイアップした活動ができないか。

教育委員会
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○議会運営について

・議会の住民懇談会のテーマが新庁舎だったが、昨年度と同じで、タイミング的にもなぜこのテーマにしたのか疑問だ。
・町議会議員も積極的に町のイベントへ参加して盛り上げていくべきではないか。過去には農作業を理由に参加しない議員がいた。
・議会答弁はケーブルテレビの中継で聞こえないことがあるため、マイクに音声がしっかり入るよう徹底してほしい。
・議員は、地域の中の課題解決のために町民の代表として活動してほしいが、今の議員の人たちを見ていると、役割に疑問を感じる。当選すれ
ばそれでいいのかと思う。

議会関連
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